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よよみがえる名勝負みがえる名勝負　三洋電機ＯＢ対三洋電機ＯＢ対新日鉄釜石ＯＢ新日鉄釜石ＯＢ

～パナソニックワイルドナイツラグビー祭２０１１～パナソニックワイルドナイツラグビー祭２０１１～～
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【
群
馬
県
知
事
選
挙
】

　
群
馬
県
知
事
選
挙
が
７
月
３

日
に
行
わ
れ
、
大
沢
正
明
氏
が

当
選
し
ま
し
た
。
大
泉
町
内
お

よ
び
群
馬
県
内
の
得
票
数
な
ど

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
泉
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
】

　
大
泉
町
農
業
委
員
会
委
員
の

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
が
７
月

　
日
に
執
行
さ
れ
、
無
投
票
に

１７よ
り
全
員
の
当
選
が
決
定
し
ま

し
た
（
立
候
補
の
届
出
が
　
人
１１

で
、
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数

　
人
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
）。

１１　
農
業
委
員
の
任
期
は
７
月
　２０

日
か
ら
平
成
　
年
７
月
　
日
ま

２６

１９

で
の
３
年
間
で
す
。
委
員
皆
様

の
ご
活
躍
を
ご
期
待
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
へ
。

群
馬
県
知
事
選
挙
と
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
結
果

県知事選挙開票の様子

■群馬県知事選挙開票結果

■大泉町農業委員会委員選挙当選人名簿（届出順）

投票率（％）投票者数（人）有権者数（人）行政区投票区

４６.００１,０７６２,３３９  １９１

３７.０５５０５１,３６３   ２０・２１２

３９.８６６４３１,６１３  ２２３

３９.３８６５６１,６６６  ２３４

６６.８１３１２４６７  ２４５

４７.０９３２４６８８  １８６

３３.７２３７５１,１１２  １６７

４２.３１７３２１,７３０  １５８

３６.０２３８０１,０５５  １３９

５２.０５３４２６５７  ２５１０

４２.５３６３２１,４８６  １０・１１・１２・２９１１

５５.７２２２４４０２  ２・３１２

４３.８６８３９１,９１３  ４・９１３

４８.５８９４０１,９３５  ５・６・７・８１４

３９.８５７０３１,７６４  １１５

３８.４７８１７２,１２４  ２７１６

４７.２４３３４７０７  ３０１７

３６.２４６２０１,７１１  １７１８

３７.４９５０５１,３４７  １４１９

４５.２３３３７７４５  ２６２０

４６.４４５０９１,０９６  ２８２１

４２.２８１１,８０５２７,９２０計

町
選
挙
管
理
委
員
会
　
内
線
２
２
２

■群馬県知事選挙投票者数および投票率

得票数（票）候補者名

１８２ 
（６,５１５）

海 老 根　 篤　

８,９１１ 
（３９２,５０４）

大 沢 正 明○当 

１,７５８ 
（１４８,７９０）

後 藤　 新　

７６０ 
（３３,３５５）

小 菅 啓 司　

１１,６１１ 
(５８１,１６４)

計

（無効票：町１９４）

（）内は群馬県における得票数

新現
の別

党派年齢候補者名

新無所属６３茂 木　 武

新無所属５８川 島 源 一

新無所属６０峯 蒼　 寛

現無所属５７金 井 正 已

現無所属６１久 保 田 千 秋

現無所属７０中 本 喜 之

現無所属７３岩 瀬 秀 男

新無所属５９青 木 広 志

新無所属５７久 保 田 雪 江

新無所属６１久 保 田 眞 司

現無所属６９川 上 文 英
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　フレッセイ大泉西店を建設することに伴

い、地元住民へ店舗の概要などを説明するた

めの地元説明会を開催します。

【地元説明会】

□日時　８月１９日晶　午後２時～

□場所　寄木戸北公民館（寄木戸１４３９）

□対象　どなたでも参加できます

【店舗の概要】

□名称　フレッセイ大泉西店

□所在地　寄木戸９９３－１外

□店舗面積

・フレッセイ…１,６７２㎡

・テナント棟…８３８㎡

□営業時間　午前９時～午前０時

□駐車台数　１７７台

□開店予定日　平成２４年３月

※希望者は当日、直接会場へお越しください。

詳しくは、商工課（内線１３８）、または２１世

紀商業開発叙（緯０３・３３５６・１２３０）へ。

フレッセイ大泉西店
建設に伴う地元説明会

　
６
月
７
日
か
ら
９
日
に
開
催

さ
れ
た
「
第
３
回
町
議
会
定
例

会
」
で
は
、
次
の
議
案
が
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
審
議
さ
れ
た
議
案
】

□
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
）

□
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
）

□
平
成
　
年
度
大
泉
町
一
般
会

２２

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て

□
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

□
公
平
委
員
会
の
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

□
大
泉
町
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て

□
大
泉
町
と
太
田
市
と
の
間
に

お
け
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
に

係
る
事
務
の
委
託
に
関
す
る

規
約
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て
□
平
成
　
年
度
大
泉
町
一
般
会

２３

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に

つ
い
て

□
農
業
委
員
会
の
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て

□
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

□
議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

□
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
に
関

す
る
請
願
（
委
員
会
報
告
）

□
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
に
関

す
る
意
見
書

□
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
に

つ
い
て

※
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
庶

務
係
へ
。

第
３
回
町
議
会
定
例
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

議
会
事
務
局
　
　
内
線
４
１
２

　平成２３年度大泉町一般会計補正予算第３号

では、歳入歳出予算の総額からそれぞれ

５，９００万円を減額し、予算総額は１２６億９，８５０

万円となりました。

【歳入の主なもの】

・子ども手当負担金（国庫負担金）

△２６３，１６２，０００円

・子ども手当負担金（県負担金）

９５，９１６，０００円

・財政調整基金繰入金　　　 １０６，６１０，０００円

【歳出の主なもの】

・子ども手当　　　　  　　△７１，３３０，０００円

・東児童館床暖房配管等修理工事費

１，５０２，０００円

・北中学校校舎改修工事費　　 ３，３７５，０００円

・地域公民館施設整備費補助金

２，８７７，０００円

・文化むら施設改修工事費  　  １，２２６，０００円

※詳しくは、財政課財政係（内線３０８）へ。

平成２３年度
予算の補正を行いました
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現
在
、
児
童
扶
養
手
当
や
特

別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
町
よ
り
通
知
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を

持
参
し
て
現
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
現
況
届
を
提
出
し

な
い
と
、
８
月
以
降
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
】

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の

離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭

（
ひ
と
り
親
家
庭
）の
生
活
の
安

定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
所
得

制
限
に
よ
り
手
当
の
支
給
が
停

止
さ
れ
て
い
る
人
も
届
出
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

□
日
時

・
８
月
８
日
捷
・
９
日
昇
　
午

前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　

３０

１５

分
・
８
月
　
日
昌
　
午
前
８
時
　

１０

３０

分
～
午
後
７
時

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
２
階
研
修
室
Ａ
（
吉
田

２
４
６
５
）

□
受
給
資
格
　
次
の
条
件
に
あ

て
は
ま
る
「
　
歳
に
達
す
る

１８

日
以
後
の
最
初
の
３
月
　
日
３１

ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
」
を

「
監
護
し
て
い
る
母
」、「
監
護

し
、
か
つ
、
生
計
を
同
じ
く

す
る
父
」、「
父
母
に
代
わ
っ

て
養
育
し
て
い
る
人
」

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

童
・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児

童
・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害

（
国
民
年
金
の
障
害
等
級
１

級
程
度
）
の
状
態
に
あ
る
児

童
・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら

か
で
な
い
児
童

・
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き

１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

児
童

・
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り

引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童

・
父
・
母
と
も
に
不
明
で
あ
る

児
童

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

　
特
別
児
童
手
当
は
、
精
神
ま

た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
満
　２０

歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

□
日
時

・
８
月
　
日
昭
・
　

日
晶
　
午

１１

１２

前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　

３０

１５

分
□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
２
階
研
修
室
Ａ
（
吉
田

２
４
６
５
）

□
受
給
資
格
　
精
神
や
身
体
に

一
定
の
障
害
の
あ
る
児
童
を

監
護
す
る
父
も
し
く
は
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児

童
を
養
育

し
て
い
る

人
※

詳

し

く

は
、
子
育
て

支
援
課
へ
。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

子
育
て
支
援
課
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

　
予
防
接
種
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
平
成
　
年
４
月
１
日
か

２０

ら
乳
幼
児
に
加
え
中
学
校
１
年

生
お
よ
び
高
校
３
年
生
に
相
当

す
る
年
齢
の
人
に
対
す
る
麻
し

ん
（
は
し
か
）
風
し
ん
混
合
予

防
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
実
施
期
間
は
、
平

成
　
年
３
月
　
日
ま
で
で
す
が

２４

３１

ま
だ
接
種
の
済
ん
で
い
な
い
お

子
さ
ん
は
、
夏
休
み
中
に
予
防

接
種
を
受
け
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課

へ
。

夏
休
み
中
に
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

健
康
づ
く
り
課
　
緯
　
・
２
１
２
１

６２
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□受入期間　平成２４年３月３０日晶まで

□受入時間　午前９時～１１時３０分、午

後１時～４時（土・日曜日、祝日、年

末年始を除く。ただし、毎月第３土曜

日は受け入れを行います）

□場所　清掃センター（上小泉３３０－１）

□受入対象　町内の個人住宅のもので、

地震によって損壊・崩落した瓦

□搬入方法

①搬入時に、一般廃棄物処理手数料減免

申請書（環境課、清掃センターにあり

ます）へ記入・押印のうえ、清掃セン

ターへ提出してください

②清掃センターの処分場所に、自ら降ろ

してください

□費用　無料

※修繕による瓦の 葺 き替えなどの場合は
ふ

受け入れできません。また、土、泥など

はできる限り取り除いてください。詳し

くは、環境課（内線１３２）へ。

　町では、誰もが住み慣れた地域で、安

心して暮らせるまちづくりのため、町民、

関係機関、団体、行政が連携し、地域住

民がお互いに助け合い、支え合うことの

できる仕組みづくりを目指して、平成２４

年度に「大泉町地域福祉計画」を策定す

ることとなりました。

　この計画策定にあたり、１８歳以上の人

２,０００人を対象にして、８月にアンケート

調査を実施し、ご意見、ご提言などを広

くお聞きし、計画策定に反映していきた

いと考えています。

　調査対象となった人には、後日調査票

を送付しますので、調査の目的・趣旨を

ご理解のうえ、ご協力をお願いします。

※詳しくは、福祉課（緯５５・２６３１）へ。

地域福祉計画策定
に係るアンケート調査

　
収
入
の
少
な
い
世
帯
の
第
１

号
被
保
険
者
（
　
歳
以
上
）
の

６５

介
護
保
険
料
が
、
申
請
に
よ
っ

て
軽
減
さ
れ
ま
す
。
減
免
対
象

者
は
、
次
の
全
て
の
要
件
に
該

当
す
る
人
で
、
申
請
が
認
め
ら

れ
る
と
（
ケ
ー
ス
に
よ
り
異
な

り
ま
す
）、現
在
の
保
険
料
の
３

分
の
１
か
ら
３
分
の
２
相
当
額

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

□
減
免
要
件

①
保
険
料
の
賦
課
区
分
が
、
第

１
段
階
（
生
活
保
護
被
保
護

者
を
除
く
）、ま
た
は
第
２
段

階
、
第
３
段
階
の
人

②
申
請
し
よ
う
と
す
る
第
１
号

被
保
険
者
が
属
す
る
世
帯
員

全
て
の
前
年
中
の
総
収
入
額

が
下
表
の
金
額
以
下
で
あ
る

人
③
町
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

人
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い

な
い
こ
と
、
お
よ
び
町
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶

養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

④
資
産
（
預
貯
金
、
有
価
証
券

な
ど
含
む
）
を
活
用
し
て
も

な
お
生
活
に
困
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
こ
と

□
持
参
す
る
物
　
印
鑑
、
本
人

を
含
め
家
族
全
員
の
収
入
が
分

か
る
書
類
（
家
族
全
員
の
預
貯

金
通
帳
な
ど
）

※
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
前
年
に
比

較
し
て
世
帯
の
収
入
が
著
し
く

減
少
し
た
場
合
や
、
災
害
な
ど
に

よ
る
財
産
の
損
失
な
ど
に
よ
り
介

護
保
険
料
の
納
入
が
困
難
に
な
っ

た
第
１
号
被
保
険
者
の
人
も
、
町

の
条
例
や
規
則
で
定
め
た
要
件

に
該
当
す
る
と
、
保
険
料
の
減
免

や
徴
収
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
に
な
る
と

思
わ
れ
る
人
は
、
長
寿
支
援
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

長
寿
支
援
課
介
護
保
険
係
へ
。

介
護
保
険
料
減
免
制
度
の
お
知
ら
せ

長
寿
支
援
課
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

総　収　入　額世　帯　構　成

６０万円以下単身世帯・２人世帯第
１
段
階

６０万円＋１７万５千円×
（世帯員の人数－２）以下

世帯員３人以上

１２０万円以下単身世帯・２人世帯第
２
・
３
段
階

１２０万円＋３５万円×
（世帯員の人数－２）以下

世帯員３人以上

②減免要件収入額

震災で破損した
瓦の受け入れを延長します

ご協力をお願いします



広報おおいずみ　Ｈ23.7.25　Vol.719 (6) 

　
私
ど
も
、
こ
の
度
大
泉
町
議

会
議
長
・
副
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
光
栄
に
存
じ
ま
す

と
同
時
に
、
使
命
と
責
任
の
重

大
さ
に
、
改
め
て
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も

と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ

り
ま
す
が
、
待
っ
た
な
し
の
行

財
政
改
革
や
、
山
積
す
る
諸
問

題
な
ど
の
着
実
な
解
決
に
向

け
、
同
僚
議
員
と
と
も
に
、
英

知
を
結
集
し
、
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
ま
た
、
議
員
の
役
割
は
、
行

政
執
行
が
町
民
の
た
め
に
な
っ

て
い
る
か
を
絶
え
ず
チ
ェ
ッ
ク

し
、
町
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を

行
政
に
反
映
さ
せ
る
点
に
あ
る

こ
と
、
さ
ら
に
、
議
会
の
機
能

は
、
二
元
代
表
制
の
自
覚
に
よ

り
真
価
を
発
揮
す
る
こ
と
を
再

認
識
し
、
堅
実
な
議
会
運
営
、

積
極
的
な
議
会
改
革
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
よ
り
い
っ
そ
う

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

５
月
臨
時
会
　
６
月
定
例
会

　
平
成
　
年
第
２
回
臨
時
会
を
５
月
　
日
昭
に
開
催
し
、
大
泉
町
国
民
健
康
保
険
条
例

２３

１２

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）、（
第
二
号
）

２３

の
議
案
を
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
正
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票
の
結
果
、
安
田
博
敏
議
員
を
議
長
に
、
指

名
推
選
に
よ
り
、
新
井
典
夫
議
員
を
副
議
長
に
選
出
し
ま
し
た
。

　
第
３
回
定
例
会
は
、
６
月
７
日
昇
か
ら
６
月
９
日
昭
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
開
催

し
ま
し
た
。
内
容
は
、
報
告
三
件
、
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）、

２３

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
に
係
る
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
に

関
す
る
協
議
』
に
つ
い
て
他
、
議
案
四
件
を
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
５
人
が
登
壇
し
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
一
件
を
採
択
し
、
発
議
一
件
に
つ
い
て
も
可
決
し
ま
し
た
。

副
議
長
　
新
井
典
夫

議
　
長
　
安
田
博
敏

東日本大震災で被災した公民館の屋根

議会　　だより議会　　だより
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総
務
・
企
画
常
任
委
員
会

村山俊明　金子光国　河田敏勝

委員長　津久井明人　副委員長　山口　将

【所管事務調査事項】

①社会福祉の充実について

②福祉施設の充実について

③健康づくりの推進と医療体制の充実について

④学校教育の充実について

⑤生涯学習の推進について

【２３年度の主な調査予定内容】

・２２年度決算にからむ事業の実施状況

・２４年度の実施事業内容と予算配分

・太田市ファミリー・サポート・センターの現状調査

・町内グループホームの現状調査

・各種検診の現状と課題調査

・学力向上対策実施状況の現状調査

　　（町内指定小学校）

・南中学校校舎建て替え工事進捗状況の現状調査

・自校方式の学校給食実施校の現状調査

　　（太田市内公立学校）

・町公民館の充実及び地域公民館の現状と課題

　　（町公民館）

新井典夫　引間サチ子　金井茂夫　川島　洋

委員長　渡邉　明　副委員長　田邉信雄

【所管事務調査事項】

①行財政の管理・運営について

②防災・防犯・交通について

③町政の総合企画について

④国際政策と協働のまちづくりについて

【２３年度の主な調査予定内容】

・２２年度決算にからむ事業の実施状況

・２４年度の実施事業内容と予算配分

・コミュニティーＦＭ局視察調査（ＦＭ太郎）

・２２年度町税等の収納状況調査

・消防行政の現状と課題調査（大泉消防署）

・本町の交通・防犯状況調査

・町内循環バスの運行状況調査

・多文化共生社会づくりの現状調査

・防犯カメラの設置現況調査

　　（東小泉駅前安全センター）

・安全・安心なまちづくりの調査

議会組織

福
祉
・
文
教
常
任
委
員
会

議会

だより
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　【所管事務調査事項】

①産業・観光振興について

②道路・河川等の整備について

③都市整備について

④生活環境の整備について

⑤上下水道事業の整備推進について

【２３年度の主な調査予定内容】

・２２年度決算にからむ事業の実施状況

・２４年度の実施事業内容と予算配分

・群馬ＤＣの取組状況調査

・グリーンカーテンの取組状況調査

・旅券事務事業導入に向けた取組状況調査

・ゲリラ豪雨による冠水対策と課題の調査

・空き店舗の状況調査

・町内工業団地の現状調査（大利根工業団地）

・公園機能の整備状況調査

・土地区画整理事業と未整備地区の現状調査

　　（坂田古氷・古海地区）

・斎場施設の課題と対策の調査

議会組織

都
市
・
環
境
常
任
委
員
会

平田昌利　森　昌彦　久保田一郎　村山博茂

委員長　青木　満　副委員長　淺野正己

【所管事務調査事項】

①議会の運営に関する事項について

②議会の会議規則、委員会に関する条例等に

関する事項について

③議長の諮問に関する事項について

議
会
運
営
委
員
会

議会

だより

議
会
改
革
特
別
委
員
会 河田敏勝　新井典夫　金井茂夫　川島　洋　森　昌彦

副委員長　久保田一郎　委員長　金子光国

平田昌利

　
６
月
　
日
に
委
員
会
を
開
催

２０

し
、
正
副
委
員
長
を
互
選
し
ま

し
た
。

　
委
  員
  長
…
引
間
サ
チ
子

　
副
委
員
長
…
金
井
　
茂
夫

議
会
選
出
の
監
査
委
員
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こ
の
度
の
よ
う
な
大

震
災
の
中
で
は
、
町
が

全
体
の
被
害
状
況
を
即

座
に
集
約
す
る
こ
と
は

不
可
能
に
近
い
と
思
い

ま
す
が
、
対
策
本
部
に

入
る
情
報
の
少
な
さ

は
、
混
乱
を
助
長
す
る

と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
自
主
防
災

組
織
が
い
か
に
機
能
す

る
か
、
地
域
の
私
た
ち

に
何
が
で
き
る
か
が
重

要
で
す
。
情
報
収
集
に

し
て
も
、
隣
組
で
の
無

事
の
確
認
、
被
害
状
況

把
握
、
区
長
が
集
約
し
て
組
織

単
位
で
町
に
報
告
す
れ
ば
、
即

座
に
町
全
体
が
掌
握
で
き
対
策

が
う
て
ま
す
。
報
告
体
制
を
整

備
し
、
組
織
未
整
備
地
区
に
は

設
立
を
強
く
働
き
か
け
る
べ
き

で
す
。
ま
た
、
防
災
無
線
が
あ

れ
ば
、
余
震
の
続
く
中
で
も
避

難
所
へ
の
誘
導
が
で
き
、
長
引

く
停
電
案
内
や
組
織
へ
の
活
動

依
頼
な
ど
、
効
果
的
な
対
応
が

と
れ
る
と
思
い
ま
す
が
。

　
自
主
防
災
組
織
の
協
力
は
必

要
不
可
欠
で
す
。
今
後
は
、
災

害
時
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
自
主
防
災

組
織
の
整
備
を
い
っ
し
ょ
に
考

え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
災
害
時
に
最
も
有
効
な
手

段
と
し
て
、
防
災
行
政
無
線
は

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
設
置

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

淺
野
正
己
議
員

町民の命を守る地域防災無線

　
一
般
住
宅
へ
の
「
火
災
警
報

器
」
設
置
が
消
防
法
の
改
正
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
か
ら
３
年
経

過
し
ま
し
た
が
、
本
町
で
は
約

　
％
の
住
宅
が
未
設
置
で
す
。

４０　
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

立
場
か
ら
「
火
災
警
報
器
」
の

設
置
を
推
進
す
る
べ
き
で
す
。

①「
火
災
警
報
器
」
の
設
置
に
関

す
る
町
条
例
は
い
つ
制
定
し

ま
す
か

②
区
長
会
や
関
係
各
団

体
の
協
力
を
お
願
い

し
、
１
０
０
％
の
設

置
を
お
願
い
し
ま
す

③
個
人
の
力
で
は
「
火

災
警
報
器
」
の
設
置

が
困
難
な
住
宅
に
対

し
て
、行
政
の
協
力
・

支
援
を
お
願
い
し
ま

す
①
消
防
業
務
は
太
田
市

に
委
託
し
て
お
り
、

太
田
市
で
条
例
を
作

成
し
て
い
ま
す

②
区
長
会
に
全
戸
チ
ェ
ッ
ク
の

協
力
を
要
望
し
、
既
存
住
宅

へ
の
１
０
０
％
設
置
を
目
指

し
ま
す

③
住
民
に
責
任
感
を
持
っ
て
い

た
だ
く
中
で
、
町
内
の
全
戸

設
置
を
目
指
し
て
、
粘
り
強

く
「
火
災
警
報
器
」
の
設
置

推
進
に
取
り
組
み
ま
す

家族を守る住宅用火災警報器

渡
邉　

明
議
員

町
長

町
長

一般質問

Ｑ
　「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設
置
推
進
を

Ａ
　
全
戸
設
置
を
目
指
し
、今
後
も
粘
り
強
く
推
進
し
ま
す

Ｑ
　
早
急
に
防
災
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

Ａ
　
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
の
設
置
に
努
め
ま
す

議会

だより



広報おおいずみ　Ｈ23.7.25　Vol.719 (10) 

　
常
光
寺
遊
水
池
は

面
積
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
大
き
な
利
水
施
設

で
す
。
西
と
東
の
す

み
に
出
入
り
口
が
あ

り
、
ま
わ
り
に
は
幅

２
ｍ
の
場
内
歩
道
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

こ
の
施
設
を
開
放
し

て
、
水
と
花
と
の
調

和
が
と
れ
た
親
水
的

な
遊
水
池
と
し
て
利

用
で
き
な
い
か
、
ま

た
、
地
元
地
域
の
皆

さ
ん
や
集
う
会
の
力

を
借
り
て
開
放
体
制

を
整
備
し
、
安
全
性

第
一
を
柱
に
場
内
歩

道
を
開
放
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

　
現
在
遊
水
池
に
は
鍵
が
か

か
っ
て
い
て
出
入
り
は
で
き
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
ア
ジ
サ
イ
が
咲
い
て
い

る
時
期
だ
け
で
も
昼
間
入
口
を

開
け
て
、
遊
水
池
の
中
に
入
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ふ
れ
あ
い

ロ
ー
ド
と
遊
水
池
が
一
体
と
な

り
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
の
散

歩
コ
ー
ス
に
も
組
み
入
れ
ら
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
遊
水

池
内
の
安
全
性
を
ど
の
よ
う
に

確
保
で
き
る
か
調
査
し
ま
す
。

川
島　

洋
議
員

町
長

遊水池の有効活用を

一般質問

　
現
行
の
保
育
制
度
は
、
児
童

福
祉
法
に
基
づ
き
、
市
町
村
に

保
育
の
実
施
責
任
が
あ
り
ま

す
。
児
童
福
祉
法
　
条
で
は
、

２４

「
児
童
の
保
育
に
欠
け
る
と
こ

ろ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
保

護
者
か
ら
申
し
込
み
が

あ
っ
た
時
、
そ
れ
ら
の

児
童
を
保
育
所
に
お
い

て
保
育
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
っ
て
い

ま
す
が
、
新
シ
ス
テ
ム

に
な
る
と
、
子
育
て
に

か
か
わ
る
制
度
す
べ

て
、
包
括
的
一
元
的
に

す
る
た
め
、
市
町
村
は

国
か
ら
一
括
で
も
ら
っ

た
お
金
を
配
る
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
町
長
は
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
て
い
ま
す

か
。

　
幼
保
一
元
化
、
新
子

育
て
シ
ス
テ
ム
は
、
ま

だ
制
度
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
制
度
化
さ
れ
て
問
題
点
が
発

生
し
た
時
点
で
、
議
員
の
皆
様

と
相
談
し
て
改
善
す
る
よ
う
に

提
起
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

金
子
光
国
議
員

園児が楽しく過ごす保育園

Ｑ
　
常
光
寺
遊
水
池
の
場
内
歩
道
の
開
放
を

Ａ
　
安
全
性
が
確
保
で
き
る
か
調
査
研
究
し
ま
す

Ｑ
　
新
子
育
て
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
に
対
す
る
認
識
は

Ａ
　
制
度
化
後
の
問
題
発
生
時
点
で
提
起
し
ま
す

町
長

議会

だより
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東
北
地
方
を
襲
っ
た
想
像
を

絶
す
る
巨
大
地
震
と
大
津
波
、

加
え
て
、こ
れ
ま
で
は
安
全
な
も

の
と
ば
か
り
信
じ
て
き
た
原
子

力
発
電
所
の
炉
心
溶
融
、
深
刻

な
放
射
能
汚
染
は
、
東
北
地
方

だ
け
で
な
く
日
本
経
済
に
深
刻

な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
人
の
日
常
意
識
そ

の
も
の
を
根
底
か
ら
覆
す
ほ
ど

の
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
政
が
混
迷
し
、
い
ま
だ
に

復
旧
・
復
興
の
め
ど
さ
え
立
た

な
い
中
、
被
災
地
住
民
の
心
情

は
察
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
。

　
東
北
地
方
の
一
日
も
早
い
復

興
と
日
本
の
復
活
再
生
を
願
う

と
と
も
に
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
、
安
全
安
心
な
町
づ

く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
編
集
委
員
　
田
邉
信
雄
）

■
議
会
だ
よ
り
文
責

議
長
　
安
田
博
敏

【
編
集
委
員
】

委
  員
  長
　
新
井
典
夫

副
委
員
長
　
淺
野
正
己

委
員
　
田
邉
信
雄

委
員
　
山
口
　
将

　
全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会

は
、『
共
働
き
家
庭
や
母
子
・
父

子
家
庭
の
小
学
生
の
子
ど
も
た

ち
の
毎
日
の
放
課
後
の
生
活
を

守
る
施
設
が
学
童
保
育
で
す
。

学
童
保
育
に
子
ど
も
た
ち
が
入

所
し
て
、
安
心
し
て
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ

て
親
も
仕
事
が
続
け
ら
れ
ま

す
。
学
童
保
育
に
は
、
親
の
働

く
権
利
と
家
族
の
生

活
を
守
る
と
い
う
役

割
が
あ
り
ま
す
』
と

定
義
し
て
い
ま
す
。

　
働
く
親
の
切
実
な

願
い
で
あ
る
、
４
年

生
以
上
へ
の
対
象
学

年
引
き
上
げ
に
つ
い

て
、
町
は
今
日
ま
で

ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し

た
か
。

　
学
年
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
は
、
希
望

す
る
保
護
者
が
多
数
い
ま
し
た

が
、
学
童
保
育
の
登
録
状
況
や

施
設
の
規
模
な
ど
か
ら
、
現
状

で
は
難
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
、
ど
の
く
ら
い
ニ
ー
ズ
が

あ
る
か
把
握
し
、
ど
う
い
う
形

が
一
番
ベ
タ
ー
か
と
い
う
こ
と

で
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

久
保
田
一
郎
議
員

町
長

学童が集う児童館

【
採
択
（
１
件
）】

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
に
関
す

る
請
願
（
全
会
一
致
）

理
由
…
環
太
平
洋
連
携
協
定
へ

の
交
渉
参
加
は
、関
税
の
撤
廃
、

完
全
な
貿
易
の
自
由
化
を
目
指

す
も
の
で
、
工
業
製
品
の
輸
入

拡
大
や
資
源
の
安
定
確
保
の
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
食
糧
自
給

率
　
％
台
の
我
が
国
に
と
っ

４０
て
、
ま
た
、
今
回
の
東
日
本
大

震
災
で
打
撃
を
受
け
た
日
本
の

農
業
に
と
っ
て
、
関
税
撤
廃
は

深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

【
議
会
改
革
特
別
委
員
会
設
置

に
つ
い
て
】

　
地
方
分
権
が
進
み
、
議
会
の

役
割
と
責
任
は
大
き
く
な
り
、

議
会
は
そ
の
責
任
を
果
た
す
た

め
、
町
民
と
の
情
報
の
共
有
化

を
図
り
、
町
民
の
意
志
を
町
政

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
分
か
り
や
す
い

政
治
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
議
会
基
本
条
例
お
よ
び
議

会
改
革
に
関
す
る
調
査
研
究
を

行
い
ま
す
。

　
な
お
、
委
員
会
構
成
は
、
議

長
除
く
　
人
で
す
。

１７

請
願

議
員
発
議

Ｑ
　
学
童
保
育
拡
大
の
取
り
組
み
は

Ａ
　
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
対
応
を
検
討
し
ま
す

議会

だより

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

□
日
時
　
９
月
５
日
捷
　

午
前
　
時
～
（
予
定
）

１０

※
皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
気
軽
に
傍
聴
で
き
ま

す
。
な
お
、
６
月
定
例
会

の
D
V
D
は
図
書
館
で
視

聴
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、

議
会
事
務
局
へ
。

コ

ラ

ム
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将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付
を

受
け
る
た
め
に
、
第
１
号
被
保
険

者
（
自
営
業
者
な
ど
）
や
　
歳
に

６５

な
る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者

は
、
ご
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料

に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
付
加
保
険
料
を
納
め
る
場
合

に
は
、
定
額
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将

来
、
老
齢
基
礎
年
金
に
加
え
て
付

加
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
付
加

年
金
の
計
算
式
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

【
年
金
額
（
年
額
）
＝
２
０
０
円
×

付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
】

　
な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入

し
て
い
る
人
や
、
免
除
制
度
、
猶

予
制
度
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、

付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
付
加
年
金
の
加
入
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
住
民
課
へ
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
、
ま
た
は

太
田
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
緯
　
・
３
７
１
２
）
へ
。

４９

　
心
肺
そ
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱

い
を
学
ぶ
救
命
講
習
を
開
催
し
ま

す
。
講
習
を
修
了
し
た
人
に
は
修

了
証
を
交
付
し
ま
す
。

□
日
時
　
８
月
　
日
　
　
午
前
９

２１

（日）

　
９
月
　
日
の
「
下
水
道
の

１０

日
」
を
前
に
、
県
内
２
か
所

の
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
見
学

会
を
開
催
し
ま
す
。

□
日
時
　
８
月
　
日
昭
・
　

１８

１９

日
晶
　
午
前
　
時
、
午
後

１０

３
時
の
２
回
（
各
回
、
お

お
む
ね
１
時
間
　
分
）

３０

□
場
所

・
西
邑
楽
水
質
浄
化
セ
ン

タ
ー
（
千
代
田
町
舞
木
）

・
県
央
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
玉
村
町
上
之
手
）

□
内
容
　
水
が
き
れ
い
に
な

る
様
子
の
案
内
・
解
説

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
（
小
学
生
以
下

は
、
保
護
者
の
付
き
添
い

が
必
要
）

□
費
用
　
無
料

※
希
望
者
は
当
日
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
小

児
同
伴
の
人
は
、
見
学
短
縮

コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
県
下
水
道
総
合
事
務

所
（
緯
０
２
７
０
・
　
・
７

６５

５
５
７
）
へ
。

時
～
正
午

□
場
所
　
中
央
消
防
署
（
太
田
市

鳥
山
下
町
４
０
９
の
１
）

□
対
象
　
大
泉
町
・
太
田
市
内
に

在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
中

学
生
以
上
の
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
中
央
消
防
署
（
緯

　
・
６
１
１
９
）
へ
電
話
で
申

３２し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
太
田
市
消
防
本
部

警
防
課
へ
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
育
児
の
援
助
を
受
け
た

い
人
（
お
ね
が
い
会
員
）
と
援
助

を
行
い
た
い
人（
ま
か
せ
て
会
員
）

が
一
時
的
な
子
育
て
の
助
け
合
い

を
有
料
で
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

【
講
習
会
】

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
で
は
、
育
児
に
関
す
る
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
８
月
　
日
　
～
　
日

２２

（月）

２６

　
、
９
月
１
日
　

（金）

（木）

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
育
児
に
必
要
な
知
識
と

実
践
を
学
び
ま
す

□
講
師
　
保
育
士
、
看
護
師
、
栄

養
士
、
医
師
な
ど

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

３０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
太
田
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
全
講
習
を
受
講
す
る
と
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の

ま
か
せ
て
会
員
に
登
録
す
る
こ
と

が
で
き
活
動
が
で
き
ま
す
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の

利
用
方
法
、
講
習
会
の
時
間
な
ど

詳
し
く
は
、
太
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
９

１０

１６

（日）

時
～
正
午

□
場
所
　
高
崎
経
済
大
学
（
高
崎

市
上
並
榎
町
１
３
０
０
）

□
受
験
申
込
書
の
配
布
・
受
付
期

間
　
８
月
１
日
　
～
　
日
　

（月）

３１

（水）

□
申
込
書
配
布
場
所
　
下
水
道
課

□
受
験
料
　
８
５
０
０
円
（
問
題

集
代
を
含
む
）

※
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
へ
。

住
民
課
　
　
　
　
　
内
線
１
２
５

国
民
年
金
付
加
保
険
料

下
水
道
課
　
　
　
　
内
線
１
６
２

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

太
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
　
　
緯
　
・
５
８
１
１

４６

太

田

市
フ
ァ
ミ
リ

ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
講
習
会

太
田
市
消
防
本
部
警
防
課

緯
　
・
０
２
０
３

３３
救

命

講

習

「
流
域
下
水

「
流
域
下
水
道道

施
設
見
学
会

施
設
見
学
会
」」

～
下
水
道
を

見
て
み
よ
う
～



�������		
�����������������

��
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
��
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

��

����
�
��
��	
��
�

�
�
�����
	
���

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
��
�
�
��	

���

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�

���

�
�
�
�
�
�
�
	


�

��
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
	
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


	
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�

���� ����

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�������	
�

��������	
��������

�������	
���

�����������

�������������	�
���

���������

�����������	
��

���������

�������	
����������

�������	
���������

�������	
���������

�������	�

�������	
��������

�������������������

�������	����������	�

���

�������	
�

�������	
���������

�������	�
��������

�������	
���������

�������	
��������

����������������

����������	
������

�������

�������������	
�
��

�������	
��������

����������	�
��

�������

�������������	
���

����������	
������

�������	
���������

�������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�������	�

� �� �



広報おおいずみ　Ｈ23.7.25　Vol.719 (14) 

【
女
性
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
座
】

　
町
の
栄
華
を
受
け
継
ぐ
、

貴
重
な
芝
居
か
ら
く
り
を
楽

し
み
ま
す
。

□
日
時
　
９
月
９
日
晶
　
午

前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
文
化
む
ら
小
ホ
ー

ル
（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
内
容
　
桐
生
に
伝
わ
る
か

ら
く
り
人
形
芝
居
の
鑑

賞
、
講
義

□
講
師
　
桐
生
か
ら
く
り
人

形
芝
居
保
存
会
の
皆
さ
ん

□
定
員
　
１
０
０
人
（
定
員

に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
）

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
昌

２４

【
高
齢
者
教
室
・
女
性
セ
ミ

ナ
ー
合
同
公
開
講
座
】

　
俳
優
と
ナ
レ
ー
タ
ー
が
椅

子
に
座
っ
た
ま
ま
声
の
み
で

演
じ
る
物
語
の
世
界
を
観
賞

し
ま
す
。

□
日
時
　
９
月
　
日
昌
　
午

２８

後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

（
午
後
１
時
開
場
予
定
）

□
場
所
　
文
化
む
ら
大
ホ
ー

ル
（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
内
容
　
聴
く
演
劇

□
講
師
　
劇
団
東
京
ル
ネ
ッ

受
講
生
募
集

　
町
内
の
私
立
幼
稚
園
で
は
、
平

成
　
年
度
の
園
児
を
募
集
し
ま

２４
す
。

□
募
集
幼
稚
園

・
え
の
き
こ
ど
も
園
（
北
小
泉
３

の
９
の
６
　
緯
　
・
３
６
３
６
）

６２

・
認
定
こ
ど
も
園
松
原
幼
稚
園

（
西
小
泉
３
の
６
の
　
　
緯
　
・

２２

６２

２
５
３
２
）

・
聖
ク
ラ
ラ
幼
稚
園
（
日
の
出
　５６

の
１
　
緯
　
・
３
０
３
６
）

６２

・
み
よ
し
幼
稚
園
（
吉
田
９
６
５

緯
　
・
３
９
３
５
）

６２

・
認
定
こ
ど
も
園
み
よ
し
第
二
幼

稚
園（
寄
木
戸
２
６
７
　
緯
　
・
６３

１
６
２
１
）

□
申
込
方
法
　
願
書
（
各
幼
稚
園

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
入
園
を
希
望
す
る

幼
稚
園
へ
提
出
す
る

□
申
込
開
始
日
　
８
月
　
日
　

２２

（月）

※
３
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
お
子

さ
ん
は
、
幼
稚
園
に
入
園
で
き
ま

す
が
、
入
園
対
象
児
は
幼
稚
園
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

各
幼
稚
園
へ
。

　　
防
衛
省
で
は
、
次
の
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

□
募
集
種
目
・
応
募
資
格

①
一
般
曹
候
補
生
…
日
本
国
籍
を

有
し
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
人

１８

２７

②
自
衛
官
候
補
生
…
日
本
国
籍
を

有
し
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
人

１８

２７

③
航
空
学
生
…
日
本
国
籍
を
有
し

　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
人

１８

２１

□
受
付
期
間
　
８
月
１
日
　
～
９

（月）

月
９
日
　（金）

□
試
験
日
・
場
所

①
９
月
　
日
　
　
勤
労
会
館
（
太

１７

（土）

田
市
）

②
９
月
上
旬
～
　
月
中
旬
頃
　
新

１０

町
駐
屯
地
ま
た
は
相
馬
原
駐
屯

地
③
９
月
　
日
　
　
勢
多
会
館
（
前

２３

（金）

橋
市
）

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
群
馬
地
方

協
力
本
部
太
田
出
張
所
（http://w
w
w
.m
od
.g
o.jp/pco/g

unm
a

）
へ
。

□
講
座
名
・
日
時

・
土
づ
く
り
（
講
義
）
…
　
月
５

１０

日
　
　
午
前
９
時
　
分
～
正
午

（水）

３０

・
秋
冬
の
庭
木
管
理
（
講
義
と
実

習
）
…
　
月
　
日
　
　
午
前
９

１０

２０

（木）

時
～
正
午

・
キ
ム
チ
づ
く
り
（
実
習
）
…
　１２

月
２
日
　
　
午
前
９
時
～
正
午

（金）

・
漬
け
物
づ
く
り
（
実
習
）
…
　１２

月
９
日
　
　
午
前
９
時
～
正
午

（金）

・
そ
ば
づ
く
り
（
実
習
）
…
　
月
１２

　
日
　
　
午
前
９
時
～
正
午

１６

（金）

・
家
庭
果
樹
の
管
理
（
講
義
と
 剪
 
せ
ん

 定
 の
見
学
）
…
平
成
　
年
１
月

て
い

２４

　
日
　
　
午
前
９
時
～
正
午

１１

（水）

・
鉢
花
の
観
賞
と
管
理（
講
義
）…

平
成
　
年
１
月
　
日
　
　
午
前

２４

２９

（日）

９
時
　
分
～
午
後
０
時
　
分

３０

３０

・
野
菜
栽
培
の
基
礎
（
講
義
と
見

学
）
…
平
成
　
年
２
月
８
日

２４

　
　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
　

（水）

３０

３０

分
□
場
所
　
県
立
農
林
大
学
校
（
高

崎
市
箕
郷
町
）

□
対
象
　
県
内
に
在
住
の
人

□
申
込
方
法
　
往

復
は
が
き
に
、

希
望
す
る
講
座

名
・
開
催
日
・

住
所
・
氏
名
・

ふ
り
が
な
・
性

別
お
よ
び
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
県
立
農
林
大
学
校
研
修
部

（
〒
　
３
１
０
５
　
高
崎
市
箕

３７０

郷
町
西
明
屋
１
０
０
５
）
あ
て

に
郵
送
す
る
（
１
枚
の
往
復
は

が
き
で
１
講
座
１
人
ま
で
）

□
申
込
期
間
　
８
月
１
日
　
～
８

（月）

月
　
日
　
　
当
日
消
印
有
効

３１

（水）

□
費
用
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材

費
は
実
費
負
担
）

※
受
講
の
可
否
は
、
返
信
は
が
き

で
９
月
　
日
頃
ま
で
に
通
知
し
ま

２１

す
。
定
員
な
ど
詳
し
く
は
、
県
立

農
林
大
学
校
へ
。

□
日
時
　
８
月
　
日
　
　
午
後
４

２５

（木）

時
～

□
場
所
　
館
林
厚
生
病
院
多
目
的

ホ
ー
ル
（
館
林
市
成
島
町
２
６

２
の
１
）

□
内
容
　
中
耳
炎
と
副
鼻
腔
炎

□
講
師
　
室
井
昌
彦
氏
（
館
林
厚

生
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
部
長
）

□
費
用
　
無
料

※
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、

館
林
厚
生
病
院
へ
。

館
林
厚
生
病
院

緯
　
・
３
１
４
０

７２
館
林
厚
生
病
院
健
康
講
座

各
幼
稚
園

私

立

幼

稚

園

児

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太
田

出
張
所
　
　
�
緯
　
・
５
５
６
３

４５

自

衛

官

県
立
農
林
大
学
校
研
修
部

緯
０
２
７
・
３
７
１
・
３
８
４
１

農
と
食
の
ふ
れ
あ
い
講
座

生
涯
学
習講

座
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サ
ン
ス

□
定
員
　
２
５
０
人
（
定
員

に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
）

□
申
込
期
限
　
９
月
　
日
昌

２１

【
共
通
事
項
】

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
（
男
女
を
問
い

ま
せ
ん
）

□
申
込
方
法
　
町
公
民
館
内

学
級
事
務
室
へ
直
接
、
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
む
 （
平

日
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
）

□
受
講
料
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
町
公
民
館
内

学
級
事
務
室
（
緯
　
・
２
５

６２

４
２
）
へ
。

　　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
吉

田
で
は
、
書
道
教
室
の
開
講
に
伴

い
、受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
日
時
　
第
２
・
３
・
４
火
曜
日

（
９
月
　
日
　
よ
り
３
か
月
間
）

１３

（火）

　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

□
場
所
　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
吉
田（
吉
田
２
３
１
５
の
１
）

□
講
師
　
小
林
　
秀
先
生

□
対
象
　
町
内
在
住
の
　
歳
以
上

６０

の
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

１５

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
吉
田
へ
直
接
、
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
む
（
金
曜
日

を
除
く
、
午
前
９
時
　
分
～
午

３０

後
４
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
）

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

３１

（水）

□
持
参
す
る
物
　
書
道
用
具

□
費
用
　
無
料

※
３
か
月
経
過
後
は
、
希
望
に
よ

り
ク
ラ
ブ
と
し
て
継
続
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
吉
田
へ
。

　
弁
護
士
や
司
法
書
士
に
よ
る
債

務
整
理
相
談
、
多
重
債
務
者
支
援

団
体
に
よ
る
生
活
再
建
相
談
、
県

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
と
県
保

健
福
祉
事
務
所
に
よ
る
心
の
健
康

相
談
な
ど
を
、
面
接
に
よ
り
行
い

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

□
日
時
　
８
月
６
日
　
　
午
後
１

（土）

時
　
分
～
５
時

３０

□
場
所
　
太
田
市
福
祉
会
館
（
太

田
市
浜
町
２
の
７
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
太
田
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
２
２
２
０
）

３０

へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し

込
む
（
予
約
制
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、県
消
費
生
活
課
へ
。

　甚大な被害をもたら

した３月１１日の東日本

大震災―。今もなお、

被災地では多くの人々

が困難な生活を強いら

れています。一方で、

復興のために「私にも

何かできないか？」と

いう思いを持つ人もい

るのではないでしょうか。

　地震直後に内閣官房内に設置された「震災

ボランティア連携室」に民間から企画官とし

て登用された田村太郎氏を迎え、これからど

んなボランティアが必要なのか、それぞれに

何ができるのか、東北の全避難所を巡回した

氏の報告をはじめ、過去の具体的事例を通し

て協働のまちづくりを考えます。

□日時　８月３０日昇　午後７時～

□場所　町公民館ホール（吉田２４６５）

□講師　内閣官房震災ボランティア連携室企

画官　田村太郎氏

□対象　どなたでも参加できます

□定員　１００人（定員になりしだい締め切り）

□申込方法　国際協働課へ電話、またはＥ

メール（kyoudou@town.oizumi.gunma.jp）で

申し込む

□費用　無料

※当日は、節電に配慮し、照明は必要最低限

とさせていただきます。詳しくは、国際協働

課（内線２１２）へ。

『災害ボランティアを通して
考える「連携」と「協働」』

県
消
費
生
活
課

緯
０
２
７
・
２
２
６
・
２
２
８
１

多
重
債
務
者
法
律
相
談
会

　町では、来年１月８日掌に成人式を開催予

定です。そこで、成人式をよりいっそうすば

らしいものにするために、成人式をあげられ

る人の中から、式典運営などに協力していた

だける人を募集します。なお該当者は、平成

３年４月２日から平成４年４月１日までに生

まれた人です。

※詳しくは、生涯学習課（内線３０６）へ。

成人式運営スタッフを
募集します

協働に関する講演会

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
吉
田

緯
　
・
０
２
８
８

２０
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
吉
田

書

道

教

室
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図書館の本やビデオを借りるためには

「図書利用券」が必要です。必ず持ってき

てくださいね。

■住所　大泉町中央３－１１－２１

■ホームページアドレス

　http://www.library.oizumi.gunma.jp/

■携帯アドレス

　http://www.library.oizumi.gunma.jp/i/
緯63・6399

上 映 予 定 作 品上 映 日

ドラえもん
～のび太と鉄人兵団～

真夏のオリオン

８月２１日掌
午前１０時～

午後１時３０分～

１階　視聴覚ホール

ビデオ上映会in 図書館

緯63・6399

図書館休館日
捷２５日・７月

月末整理日掌３１日 

捷８日・捷１日・８月

捷２２日・捷１５日

捷２９日

月末整理日昌３１日

捷１２日・捷５日・９月

□
場
所
　
１
階
第
１
会
議
室

〈
一
般
書
〉

『
不
可
能
』
松
浦
寿
輝
著
／
『
そ
こ

へ
行
く
な
』
井
上
荒
野
著
／
『
骨

の
記
憶
』
藤
原
智
美
著
／
『
母
の

は
な
し
』
群
　
よ
う
こ
著
／
『
明

日
の
マ
ー
チ
』石
田
衣
良
著
／『
与

太
話
浮
気
横
槍
』
犬
飼
六
岐
著
／

『
白
樫
の
樹
の
下
で
』青
山
文
平
著

／
『
刑
事
の
骨
』
永
瀬
隼
介
著
／

『
愛
あ
る
追
跡
』
藤
田
宜
永
著
／

『
血
は
欲
の
色
』澤
田
ふ
じ
子
著
／

『
誰
に
も
書
け
る
一
冊
の
本
』荻
原

浩
著
／
『
努
力
し
な
い
で
作
家
に

な
る
方
法
』鯨
　
統
一
郎
著
／『
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
』
佐
藤
正
午
著
／

『
翼
』白
石
一
文
著
／『
ひ
や
か
し
』

中
島
　
要
著
／
『
身
も
心
も
』
盛

田
隆
二
著
／『
死
ぬ
気
ま
ん
ま
ん
』

佐
野
洋
子
著
／
『
ふ
た
り
』
小
手

鞠
る
い
著
／
『
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

あ
ら
く
れ
』
矢
作
俊
彦
著
／
『
コ

ウ
モ
リ
の
見
た
夢
』
モ
ー
シ
ン
・

ハ
ミ
ッ
ド
著
／
『
天
災
と
復
興
の

日
本
史
』
外
川
　
淳
著
／
『
津
波

と
原
発
』
佐
野
眞
一
著
／
『
ほ
ん

と
う
の
復
興
』
池
田
清
彦
著

〈
児
童
書
〉

『
よ
る
の
え
ほ
ん
』
バ
ー
バ
ラ
・
エ

ン
バ
リ
ー
作
／
『
く
ま
の
オ
ッ

ト
ー
と
え
ほ
ん
の
お
う
ち
』
ケ
イ

テ
ィ
・
ク
レ
ミ
ン
ソ
ン
作
・
絵
／

『
夏
の
サ
イ
ン
』
最
上
一
平
作
／

『
も
ぐ
ら
の
た
く
は
い
び
ん
』
斉

藤
　
洋
作
／
『
み
ん
な
で
よ
い

し
ょ
』
い
し
い
つ
と
む
え
／
『
ル

ル
と
ブ
ロ
ン
ト
サ
ウ
ル
ス
』
ジ
ュ

デ
ィ
ス
・
ヴ
ィ
オ
ー
ス
ト
文
／『
ぺ

ん
ぎ
ん
の
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
』

あ
き
や
ま
た
だ
し
作
・
絵
／
『
海

を
わ
た
っ
た
ヒ
ロ
シ
マ
の
人
形
』

牧
野
鈴
子
絵
／
『
ね
こ
の
い
え
』

ユ
ー
リ
ー
・
ワ
ス
ネ
ツ
ォ
フ
絵
／

『
わ
た
し
の
ひ
か
り
』
モ
リ
ー
・
バ

ン
グ
作
／
『
カ
イ
ト
』
マ
イ
ケ
ル
・

モ
ー
バ
ー
ゴ
作
／
『
ふ
む
ふ
む
』

三
浦
し
を
ん
著
／
『
そ
れ
で
も
僕

は
「
現
場
」
に
行
く
』
野
口
　
健

著
／
『
す
い
か
の
た
び
』
高
畠
　

純
作
／
『
そ
う
べ
え
ふ
し
ぎ
な

り
ゅ
う
ぐ
う
じ
ょ
う
』
た
じ
ま
ゆ

き
ひ
こ
作
／
『
ポ
ッ
ト
さ
ん
』
き

た
む
ら
さ
と
し
作
／
『
い
ち
ば
ん

で
ん
し
ゃ
の
し
ゃ
し
ょ
う
さ
ん
』

お
お
と
も
や
す
お
え
／
『
あ
さ
が

お
』
荒
井
真
紀
文
・
絵

【
読
み
聞
か
せ
会
】

◎
ど
ん
ぐ
り
の
会

□
日
時
　
毎
週
木
曜
日
（
第
５
週

を
除
く
）　
午
後
２
時
　
分
～

３０

◎
て
ん
と
う
虫
の
会
と
個
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

□
日
時
　
毎
週
土
曜
日
　
午
後
２

時
～

◎
日
曜
日
の
読
み
聞
か
せ

・
大
泉
・
学
生
読
み
聞
か
せ
の
会

□
日
時
　
第
１
日
曜
日
　
午
後
２

時
～

・
か
た
つ
む
り
の
会
（
お
父
さ
ん

た
ち
の
読
み
聞
か
せ
会
）

□
日
時
　
第
３
・
５
日
曜
日
　
午

後
２
時
～

※
読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
学
生

と
お
父
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
朗
読
の
会
】

□
日
時
　
８
月
　
日
　
　
午
後
２

１４

（日）

時
～

本
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ

新
着

　「全国訪問おはなし隊」は、本

の楽しさを子どもたちに伝える

ため、講談社が主催する事業で、

たくさんのおもしろい児童書を

積んだキャラバンカーで全国を

巡回しています。

　絵本を手に取って読んだり、

たのしいおはなし会を開催しま

す。

□日時　８月２０日松　午前１０

時～

□場所　図書館

・キャラバンカー…正面玄関前

・おはなし会…１階視聴覚ホール

□対象　どなたでも参加できます

□定員　５０人（定員になりしだ

い締め切り）

□申込方法　図書館へ直接、ま

たは電話で申し込む

□申込開始日時　８月２日昇　

午前９時～

□費用　無料

※講談社からお土産もありま

す。詳しくは、図書館（緯６３・

６３９９）へ。

本とあそぼう

全国訪問おはなし隊

催
し
も
の
案
内

お
楽
し
み
盛
り
だ
く
さ
ん

『舞姫～テレプシコーラ』全
１５巻／『ヴィリ』全１巻／
『うらめしや』１４巻／『北斗
の拳』２巻／『機動戦士ガン
ダム THE ORIGIN』１２巻／
『ぽっかぽか』１０巻／『マダ
ムジョーカー』１巻

ヤングコミック貸出情報（寄贈）
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児
童
館
の
行
事
で
、
対
象
に
記

載
の
な
い
も
の
は
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

〈
パ
イ
レ
ー
ツ
オ
ブ
ハ
ン
タ
ー
〉

　
水
鉄
砲
で
遊
ぼ
う
。
マ
イ
水
鉄

砲
を
持
っ
て
き
て
、
お
も
い
き
り

う
ち
あ
お
う
概

□
日
時
　
８
月
３
日
　
　
午
後
１

（水）

時
　
分
～

３０

□
対
象
　
小
学
生

※
着
替
え
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。

〈
映
画
会
〉

□
日
時
　
８
月
　
日
　
・
　
日
　

１９

（金）

２０

（土）

午
後
１
時
　
分
～

３０

〈
な
つ
や
す
み
お
楽
し
み
会
〉

　
ま
る
で
お
ま
つ
り
の
縁
日
の
よ

う
な
遊
び
が
い
っ
ぱ
い
！
　
ら
く

が
き
せ
ん
べ
い
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。
お
楽
し
み
に
。

□
日
時
　
８
月
　
日
　
　
午
後
１

１１

（木）

時
　
分
～

３０

〈
伝
統
的
な
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
を

見
て
み
よ
う
〉

□
日
時
　
８
月
　
日
　
　
午
後
４

２３

（火）

時
～

□
内
容
　
正
統
派
と
も
い
え
る
昔

な
が
ら
の
ソ
ー
ラ
ン
節
を
披
露

し
ま
す

〈
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
〉

　
夏
休
み
最
後
、
み
ん
な
で
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
を
楽
し
も
う
！

□
日
時
　
８
月
　
日
　
　
午
後
２

２４

（水）

時
～
４
時

〈
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
〉

□
期
日
　
８
月
下
旬

※
詳
し
く
は
、
児
童
館
の
ポ
ス

タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
夏
休
み
学
習
コ
ー
ナ
ー
〉

　
夏
休
み
期
間
中
、ラ
ウ
ン
ジ
に
学

習
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

□
期
間
　
８
月
　
日
　
ま
で
　
午

２８

（日）

前
９
時
　
分
～
午
後
９
時
（
た

３０

だ
し
、
小
・
中
学
生
は
午
後
６

時
　
分
ま
で
）

３０

〈
朝
の
ト
ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
〉

□
日
時
　
９
月
６
日
・
　
日（
毎
回

２７

火
曜
日
）　
午
前
　
時
　
分
～

１０

３０

　
時
　
分

１１

３０

□
定
員
　
　
人
２５

□
受
講
料
　
８
０
０
円

〈
夜
の
ト
ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
〉

□
日
時
　
９
月
６
日
・
　
日（
毎
回

２７

火
曜
日
）　
午
後
７
時
　
分
～

３０

８
時
　
分
３０

□
定
員
　
　
人
２５

□
受
講
料
　
８
０
０
円

〈
朝
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
〉

□
日
時
　
９
月
７
日
・
　
日
・
　

１４

２１

日
・
　
日
（
毎
回
水
曜
日
）　
午

２８

前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円

〈
夜
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
〉

□
日
時
　
９
月
７
日
・
　
日
・
　

１４

２１

日
・
　
日
（
毎
回
水
曜
日
）　
午

２８

後
７
時
～
８
時

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円

〈
ア
ク
ア
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
教
室
〉

□
日
時
　
９
月
２
日
・
９
日
・
　１６

日
・
　
日
（
毎
回
金
曜
日
）　
午

３０

前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円

〈
初
心
者
水
泳
教
室
〉

□
日
時
　
９
月
２
日
・
９
日
・
　１６

日
・
　
日（
毎
回
金
曜
日
）　
午

３０

後
７
時
～
８
時

□
定
員
　
　
人
１３

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円

〈
ハ
ン
ド
ソ
ー
イ
ン
グ
・
レ
ザ
ー

体
験
教
室
〉

□
日
時
　
９
月
３
日
・
　
日
（
毎
回

１７

土
曜
日
）　
午
後
２
時
～
４
時

□
定
員
　
　
人
１６

□
参
加
費
　
３
０
０
０
円
（
教
材

費
含
む
）

〈
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
教
室
〉

□
日
時
　
９
月
７
日
・
　
日
・
　

１４

２１

日
・
　
日
、　

月
５
日
・
　
日
・

２８

１０

１２

　
日
・
　
日
（
毎
回
水
曜
日
）　

１９

２６

午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
３
２
０
０
円

〈
気
軽
に
始
め
る
水
彩
画
教
室
〉

□
日
時
　
９
月
８
日
・
　
日
・
　

１５

２２

日
・
　
日
（
毎
回
木
曜
日
）　
午

２９

後
７
時
～
８
時
　
分
３０

□
定
員
　
　
人
１６

□
参
加
費
　
２
８
０
０
円
（
教
材

費
含
む
）

※
各
教
室
の
申
し
込
み
は
、
８
月

２
日
　
　
午
前
　
時
か
ら
、
朝
の

（火）

１０

ト
ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教

室
、
朝
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
、

ア
ク
ア
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
教
室
。
午

後
６
時
か
ら
は
、
夜
の
ト
ラ
イ
！

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
、
夜
の
ア
ク

ア
ビ
ク
ス
教
室
、
初
心
者
水
泳
教

室
、ハ
ン
ド
ソ
ー
イ
ン
グ
・
レ
ザ
ー

体
験
教
室
、ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
教
室
、

気
軽
に
始
め
る
水
彩
画
教
室
の
受

付
を
開
始
し
ま
す
。
受
講
料
を
添

え
て
、
い
ず
み
の
杜
へ
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
教

室
の
対
象
者
は
高
校
生
以
上
で
町

内
在
住
、
ま
た
は
在
勤
者
を
優
先

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
電
力

事
情
な
ど
に
よ
り
各
種
イ
ベ
ン

ト
・
教
室
は
、
変
更
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
い
ず

み
の
杜
へ
。捷１日・８月

捷８日

捷１５日

捷２２日

捷２９日

いずみの杜
８月の休館日

杜
の
教
室
案
内

集
・
学
・
遊

緯20・0035

   北
児
童
館

緯
　
・
３
８
２
０
   

６３

   東
児
童
館

緯
　
・
０
１
３
３
   

６２

   南
児
童
館

緯
　
・
１
７
２
１
   

６３

   西
児
童
館

緯
　
・
４
６
８
９
   

６２

杜
の
お
知
ら
せ

杜
か
ら
あ
な
た
へ

みんなで

楽しもう
！
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職
場
体
験
で
育
て
る

～

Jr.d
octor

た
ち
～

北
中
学
校

 石川  遥  登 さん
いしかわ はる と

 河内  春  樹 さん
かわうち はる き

　

　

　
７
月
５
日
か
ら
７
月
７
日
ま

で
の
職
場
体
験
学
習
で
僕
た
ち

は
、大
泉
町
役
場
の
広
報
情
報

課
を
訪
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、さ

ま
ざ
ま
な
作
業
を
し
て「
人
の

努
力
と
協
力
の
証
を
人
に
伝
え

る
」と
い
う
働
く
こ
と
の
意
義

が
少
し
ず
つ
見
え
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。本
当
に
貴

重
で
す
ば
ら
し
い
体
験
を
で
き

た
３
日
間
で
し
た
。

　
僕
た
ち
は

７
月
６
日
に

群
馬
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
呼

吸
器
内
科
病

院
に
取
材
に

行
き
、
担
当

の
人
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

問「
ど
ん
な
こ
と
を
学
ん
で

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
か
」

答「
働
く
人
が
ど
ん
な
気
持
ち

で
い
る
か
、
病
院
は
患
者
さ

ん
を
中
心
に
考
え
る
の
で
、

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
と

い
う
も
の
を
、
少
し
で
も
理

解
し
て
ほ
し
い
で
す
」

問「
生
徒
た
ち
は
ど
う
で
す
か
？
」

答「
毎
年
見
て
い
ま
す
が
、今
年

は
と
て
も
し
っ
か
り
し
て
い

て
、
将
来
が
楽
し
み
で
す
。

ま
た
、
ど
ん
な
将
来
を
送
る

の
か
期
待
と
、
そ
れ
を
手
助

け
で
き
る
喜
び
を
、
今
で
も

持
っ
て
い
ま
す
」

　
後
ろ
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

聞
い
て
い
た
実
習
生
が
「
期
待

に
こ
た
え
な
け
れ
ば
概
」
と
意

気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
僕
は
病
院
に
来
て
い
る
４
人

の
実
習
生
に
、
い
ろ
い
ろ
と
質
問

を
し
て
み
ま
し
た
。
こ
の
職
場
を

選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
、
聞
い
た

と
こ
ろ「
親
戚
に
医
者
が
い
て
、そ

の
人
に
あ
こ
が
れ
た
か
ら
」「
母
の

夢
が
、
医
者
に
な
る
こ
と
だ
っ
た

か
ら
」と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
実
習
生
は
こ
れ
ま
で
に
、
患
者

さ
ん
の
入
浴
・
介
護
、施
設
見

学
、血
圧
測
定
な
ど
を
体
験
し

た
よ
う
で
し
た
。そ
こ
で
、こ
れ
ま

で
の
体
験
の
感
想
を
聞
い
て
み
ま

し
た
。「
初
日
か
ら
、
人
の
命
の
重

さ
を
感
じ
た
」「
医
者
や
看
護
師

さ
ん
の
働
き
が
あ
っ
て
、病
院
が

成
り
立
っ
て
い
る
と
感
じ
た
」と
、

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、実
習
生
た
ち
に「
働

く
こ
と
の
意
義
」に
つ
い
て
問
い
ま

し
た
。
す
る
と
全
員
が
「
世
の
中

の
人
を
助
け
る
」「
ま
わ
り
の
た
め

に
働
く
」
と
い
う
よ
う
な
答
え
を

返
し
て
く
れ
ま
し
た
。
僕
は
話
を

聞
き
な
が
ら
、
白
衣
に
身
を
包
ん

だ
そ
の
姿
を
見
て
「
誇
ら
し
げ
だ

な
」と
思
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
職
場
で
緊
張
し
て
い

る
の
に
、
更
に
取
材
ま
で
し
た
の

で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
今
で

も
し
っ
か
り
で
き
て
い
た
か
、
心

配
で
す
。
で
も
こ
の
広
報
は
し
っ

か
り
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
人
の
努
力
と
協
力

の
証
を
人
に
伝
え
る
」
と
い
う
働

く
こ
と
の
意
義
が
分
か
り
、
と
て

も
い
い
体
験
を
し
ま
し
た
。

職
場
体
験
に
つ
い
て

職
場
体
験
に
つ
い
て

担
当
の
人
か
ら

生
徒
た
ち
の
声

記
者
の
思
っ
た
こ
と

職場体験
リポート１
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働
く
こ
と
の

意
義
を
学
ん
だ
３
日
間

 辻 　 夢  菜 さん
つじ ゆめ な

 永  田  千  夏 さん
なが た ち なつ

 武  政  里  奈 さん
たけ まさ り な

７月５日から７日までの３日間、役場広報情報課で職場体

験学習を行った北中学校２年生５人の皆さん。３日間の仕

上げとしてその体験をまとめ作成した「広報おおいずみ臨

時号」を、一部編集しご紹介します。

　
３
日
間
の
体
験
の
中
で
、
難

し
か
っ
た
こ
と
は
取
材
で
す
。

　
は
じ
め
は
「
カ
メ
ラ
で
写
真
を

撮
れ
て
楽
し
そ
う
だ
な
」
と
い
う

軽
い
気
持
ち
で
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
適
切
な
質
問
が
で
き

な
か
っ
た
り
、
写
真
で
は
思
っ
た

と
お
り
の
も
の
が
撮
れ
な
か
っ
た

り
、と
て
も
大
変
で
し
た
。

　
私
た
ち
は
働
く
こ
と
の
意
義

を
み
つ
け
る
た
め
に
、
職
場
体
験

に
来
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
み
よ
し
保
育
園
に
取
材
に

行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
３
人
の
友
だ
ち
が

職
場
体
験
を
し
て
い
ま
し
た
。

３
人
は
、
プ
ー
ル
や
竹
馬
な
ど

で
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を

並
ば
せ
た
り
、
配
り
物
を
配
っ

た
り
、
先
生
た
ち
の
お
手
伝
い

も
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
が
ん

ば
っ
て
い
る
姿
は
と
て
も
輝
い

て
見
え
ま
し
た
。
そ
ん
な
友
だ

ち
に
質
問
を
し
て
み
ま
し
た
。

　「
大
変
な
事
は
？
」と
聞
く
と

「
言
う
事
を
き
い
て
く
れ
な

か
っ
た
り
、け
ん
か
を
し
た
り
、

体
力
が
も
た
な
い
」
と
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　「
こ
の
職
場
で
学
ん
だ
こ
と

は
？
」
と
聞
く
と
「
子
ど
も
と

の
接
し
方
」「
先
生
た
ち
の
大
変

さ
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
一
言
、
こ
の
職
場
で

の
感
想
を
聞
く
と
「
保
育
士
に

な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
増

し
た
」「
い
い
経
験
が
で
き
た
」

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
先
生
に
「
中
学
生
が
来
て
い

る
こ
と
を
ど
う
思
う
か
？
」
と

聞
く
と
「
早
く
に
い
い
経
験
が

で
き
る
の
で
い
い
と
思
う
」
と

答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
保
育
園
は
子
ど
も
た
ち
を
預

け
る
親
の
た
め
と
、
遊
ぶ
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
あ
る
場
所
で

す
。
そ
こ
で
働
い
て
い
る
の
が

保
育
士
で
す
。
そ
の
３
人
は
、

と
て
も
楽
し
そ
う
に
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
保
育
士
は
子
ど
も
と
そ
の
親

の
た
め
、
広
報
情
報
課
は
広
報

を
読
む
人
の
た
め
の
仕
事
で
す
。

働
く
こ
と
の
意
義
は
「
人
の
た
め

に
何
か
を
す
る
こ
と
」
だ
と
３

日
間
を
通
し
て
思
い
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
将
来
の
進
路
に
役
立

て
た
い
と
思
い
ま
す
。

職
場
体
験

取
材

感
想

職場体験
リポート２
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▼

匿
名
希
望

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ア
ン
パ
ン
マ
ン

元
気
な
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
、
次
々
に
登
場
し
ま
す

 今 　 民  雄 さん（１８区・７５歳）
いま たみ お

丘山ことぶき会

「庭ではトマトな

どの夏野菜を育て

ていますよ」と話

す今さん。

　東京で生まれましたが、４歳頃に父親

の仕事の都合でこちらに移ってきまし

た。その後、東京で１５年ほど写真製版な

ど印刷業に携わっていましたが、丘山に

家を建てた頃、勤め先を地元に変え、定

年までお世話になりました。

　趣味といえば、子どもの頃からやって

いた釣りです。会社員時代から、仲間た

ちと“釣り部”をつくり、今でも春や秋

のシーズンに多々良沼などで大会を行っ

ているんですよ。魚が釣れたときはやっ

ぱり嬉しいですし、また、定期的に仲間

たちと顔を合わせると、話に花が咲いて

楽しいですよね。

　これまで健康面など特に意識していま

せんでしたが、適度に体を動かしながら、

長生きできるようにしたいと思います。

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
水
瓶
の
つ
ば
さ

盛
り
夏
猛
暑
に
明
け
て
猛
暑
に
暮
れ

此
の
先
平
ら
に
参
ら
せ
給
え
と

小
林
美
代
子
（
　
区
）

２１

お
め
で
と
う
幸
に
と
は
思
え
ど
も

淋
し
さ
先
立
つ
孫
の
祝
宴

木
村
ふ
み
子
（
　
区
）

２５

－

や
よ
い
短
歌
会

－

孫
の
弾
く
演
奏
会
の
三
味
線
に

し
み
じ
み
と
邦
楽
の
ゆ
か
し
さ
を
聞
く

森
　
き
ん
（
　
区
）

１４

庭
木
々
を
頻
り
に
飛
び
交
ふ
尾
長
の
鳥

明
日
は
雨
ぞ
と
知
ら
せ
る
 様
 に

さ
ま

平
田
　
薫
（
　
区
）

１５

紅
さ
し
て
ふ
っ
く
ら
と
見
ゆ
夫
の
顔

生
前
の
苦
し
み
忘
れ
た
如
く
に

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

坂
に
沿
う
養
蚕
農
家
の
石
垣
に

お
き
な
草
揺
る
る
五
月
の
風
に

村
田
厚
子
（
２
区
）

夕
暮
れ
の
梅
雨
の
合
間
に
蝙
蝠
は

影
絵
の
如
く
数
多
と
び
交
う

正
田
富
子
（
　
区
）

１０

散
り
て
な
ほ
楚
々
と
白
き
か
姫
沙
羅
の

ひ
と
日
の
花
の
命
を
見
た
り

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

庭
に
咲
く
色
と
り
ど
り
の
花
見
つ
つ

灰
一
色
の
被
災
地
想
ふ

黒
河
早
百
合
（
　
区
）

１０

水
も
と
め
み
ぞ
れ
降
る
な
か
母
と
 娘
 が
こ

瓦
礫
の
道
に
給
水
車
待
つ

高
瀬
　
壽
（
　
区
）

１０

 亡
  夫
 植
え
し
紅
バ
ラ
大
輪
二
つ
咲
く

つ
 

ま

息
子
の
結
婚
祝
う
如
く
に

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

震
災
に
心
う
ば
わ
れ
春
が
す
ぎ

つ
つ
じ
の
赤
に
目
覚
め
る
思
い

木
月
美
世
子
（
　
区
）

２３

夫
植
え
し
黄
色
の
菖
蒲
携
へ
て

曇
ら
ふ
な
か
を
墓
に
と
向
か
ふ

鈴
木
好
子
（
　
区
）

２７

咲
き
初
め
し
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
湯
に
浮
か
べ

疲
れ
し
心
い
や
す
ひ
と
と
き

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

帝
劇
の
百
周
記
念
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』昂
り
て
観
る

富
山
準
子
（
　
区
）

２５

梅
雨
晴
れ
の
朝
に
聞
こ
ゆ
る
う
ぐ
い
す
の

声
に
ひ
か
れ
て
さ
が
せ
ど
見
え
ず

入
谷
宗
二
（
　
区
）

２０

荒
れ
果
て
し
棚
田
を
覆
ひ
尽
し
た
る

白
詰
草
を
山
峡
に
見
る

濵
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

ど
く
だ
み
の
十
字
の
花
の
際
立
て
り

雨
降
り
や
ま
ぬ
畑
の
境
に

栗
原
伸
子
（
　
区
）

２２

山
形
の
茂
吉
生
家
の
赤
松
に

三
百
年
の
風
格
を
見
き

大
町
　
操
（
太
田
市
）

八
畳
三
間
香
焚
く
如
く
い
ぐ
さ
香
り

癒
や
さ
れ
待
て
り
夫
の
法
要

湯
澤
よ
ね
（
　
区
）

１９

短短
　
　
　
歌歌
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会
社
員
時
代
の
仲
間

会
社
員
時
代
の
仲
間
とと

釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
すす
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七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
　

　広報おおいずみに掲載して
ほしいイラストなどは黒一色
で書いてね。
　皆さんからのご意見・ご質
問、身近な話題などもお待ち
しています。
広報情報課
（緯６３・３１１１　内線２１５）
Ｅメール：kouhou@town.oizumi.gunma.jp

７月３日、いずみの杜で毎年恒例の七夕コンサートが

行われました。ラウンジに飾られた大きな笹を背に、

キッズダンスチームや、大泉保育福祉専門学校生など

４組が、軽快なダンスや手話を交えた歌などを披露し、

会場に集まった多くの観客を楽しませました。

【ニガウリの豆知識】

　ニガウリに含まれるビタミンＣはキャベツの２倍もあり、しかも

熱に強い！　ビタミンＣは風邪の予防に効果があり、美肌・美白効

果も期待できます。また、ニガウリ独特の苦味成分は、胃腸を刺激

して食欲を増進させる働きがあり、夏バテ防止にもなります。

　ニガウリ（ゴーヤ）の旬は夏。緑のカーテンを育てて、実がなったら、

次のレシピを参考に、おいしく食べましょう！緑の

カーテン

レシピ

【作り方】

虚ニガウリは中の種を取り除き、１尺くらいに切る

許バナナ・牛乳と虚をミキサーにかける

※好みで、最後にハチミツを加えても可。また、１００％

りんごジュースとニガウリでもおいしく作れます。

【試食してみて】

　ニガウリ独特の苦味を全く感じないほど、バナナ

の味が強く、ニガウリが苦手な人やお子さんでもお

いしく飲めます。ニガウリが好きな人は、ニガウリ

の量を増やして作ってもいいかもしれません。

【材料（４人分）】

５０守ニガウリ

２本バナナ

５００呪牛乳

ニガウリジュース

【作り方】

虚ニガウリを縦半分にして種を取り、２～３勺幅に

切り、さっとゆがいて水気をしっかりしぼる

許鍋に合わせ調味料を入れ、一度煮立たせたら、ニ

ガウリ、ちりめんじゃこ、半分のかつお節を加え、

汁がなくなるまで煮る。汁がなくなったら残りの

かつお節を加え、水分を吸わせてから火を止める

【試食してみて】

　苦味が抑えられていて、ご飯によく合います。干

しえび、ごまなどを使ってもおいしいです。

【材料（約３０人分）】

正味１手ニガウリ

１００呪しょうゆ

１００呪酢

１００呪みりん

１７０守さとう

好みの量だし

３０守かつお節

５０守ちりめんじゃこ

ニガウリの佃煮

recipe
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広
報
お
お
い
ず
み
で
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

□
連
絡
方
法
　
広
報
情
報
課
へ

直
接
、
ま
た
は
電
話
（
緯
　
・
６３

３
１
１
１
　
内
線
２
１
５
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
・
３
９
２
１
、
Ｅ

６３

メ
ー
ル
（kouhou@

tow
n.oiz

um
i.g
unm
a
.jp

）
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

※
ご
紹
介
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

広
報
情
報
課
へ
。

身
近
な
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　七夕コンサート　
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この広報紙は、自然保護のため大豆油
インキを使用し作成しています。
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午前９:３０～１１:００希　　望　　者保健福祉総合センター成 人 健 康 相 談月１

午後１:００～２:００Ｈ２３.３.１～Ｈ２３.４.３０生〃Ｂ Ｃ Ｇ火２

午前９:３０～１１:００希　　望　　者〃成 人 健 康 相 談

月８

〃乳幼児とその保護者〃乳 幼 児 健 康 相 談

午後１:００～４:００初妊婦およびその家族〃両 親 学 級火９

午前９:３０～１１:００希　　望　　者〃成 人 健 康 相 談月１５

午後１:００～１:３０Ｈ２２.１.２１～Ｈ２２.２.２０生〃１歳６か月児健康診査木１８

午前９:３０～１１:００乳幼児とその保護者〃乳 幼 児 健 康 相 談月２２

午後１:００～１:３０Ｈ２３.４.１～Ｈ２３.４.３０生〃４か月児健康診査火２３

〃Ｈ２０.５.１～Ｈ２０.５.３１生〃３ 歳 児 健 康 診 査

水２４

午後１:３０～４:００
骨密度検診にて

要指導・要精検該当者で
６０歳以下の人

〃骨コツ健康教室①

午後１:００～１:３０Ｈ２１.７.１～Ｈ２１.７.３１生〃２歳児歯科健康診査木２５

〃Ｈ２３.１.１～Ｈ２３.１.３１生〃７か月児健康診査金２６

午前９:３０～１１:００乳幼児とその保護者〃乳 幼 児 健 康 相 談月２９

午後１:００～４:００初妊婦およびその家族〃両 親 学 級火３０

午前１０:３０～午後２:００
骨密度検診にて

要指導・要精検該当者で
６０歳以下の人

〃骨コツ健康教室②水３１

歯　　科耳  鼻  科外　　科小児科を標榜する内科内　　科月　日

館林邑楽
歯科保健医療
センター

館林７３・８８１８

今村クリニック
邑楽７０・２２２１

川島脳神経外科医院
館林７５・５５１１

田沼内科医院
邑楽８８・７５２２

ハートクリニック
館林７１・８８１０

富士クリニック・ペインクリニック
大泉２０・１９７１

７月３１日掌

板倉耳鼻咽喉科クリニック
板倉８０・４３３３

新橋病院
館林７５・３０１１

菅沼医院
館林７２・９０９０

落合医院
館林７２・３１６０

真下胃腸科内科医院
大泉６２・２０２５８月７日掌

　　　　　
慶友整形外科病院
館林７２・６０００

藤原医院
邑楽８８・７７９７

まりレディスクリニック
館林７６・７７７５

寺内医院
邑楽８８・１５１１

８月１４日掌

川田耳鼻咽喉科医院
館林７２・３３１４

小曽根整形外科
館林７２・７７０７

神尾内科医院
館林７５・１２８８

多々良診療所
館林７２・３０６０

黛泌尿器科内科医院
大泉６３・７８００

８月２１日掌

　　　　　
澤田皮膚外科
館林７０・７７０３

増田医院
板倉８２・２２５５

ごが内科楡クリニック
館林７３・７５８７

三浦医院
大泉６２・２９１７８月２８日掌

川村耳鼻咽喉科医院
館林７２・１３３７

最上胃腸科外科
館林７４・３７６３

さくらクリニック
館林７２・３８５５

土井レディスクリニック
館林７２・８８４１

みづほクリニック
大泉２０・１１２２９月４日掌

◆お盆時期の休日当番医はありませんので、診療の有無については各医療機関へお問い合わせください。
◆内科、外科の診療時間は午前９時～午後５時まで、耳鼻科の診療時間は午前９時～午後１時までです。
◆館林邑楽歯科保健医療センターの診療時間は、午前９時～正午、午後１時～３時です。
◆小児科のみ、婦人科のみ診療する医療機関もありますので、事前に電話でご確認ください。
◆時間外、夜間などは、救急医療テレホンサービス（緯４５・７７９９）で受診できる病院などを紹介します。

　ＦＭラジオ76.7MHz８月（葉月）

昼12：50～13：00
夜　9：50～10：00

月曜日～金曜日

町の新鮮な話題をご紹介！１日捷・３日昌・５日晶

健康づくり課からのお知らせ

～母子保健情報～
２日昇・４日昭

町の新鮮な話題をご紹介！８日捷・１０日昌・１２日晶

町公民館のお知らせ

～公民館情報～
９日昇・１１日昭

町の新鮮な話題をご紹介！１５日捷・１７日昌・１９日晶

図書館へ行こう！

～図書館あれこれ～
１６日昇・１８日昭

町の新鮮な話題をご紹介！２２日捷～２６日晶

町の新鮮な話題をご紹介！２９日捷～９月２日晶

内容は変更になる場合があります。

表紙：７月９日、太田市運動公園でパナ

ソニックワイルドナイツラグビー祭２０１１が

行われました。当日は、東日本大震災復

興支援のチャリティマッチや選手によるラ

グビークリニックなどが行われました。




